
気候変動への適応と学生たちの取組について

長崎県気候変動適応セミナー（オンライン開催）
令和5年9月17日 （日）13:00～15:00 

国立環境研究所 気候変動適応センター 浅野絵美
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本日ご紹介する内容
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1. 気候変動対策とは？～緩和と適応～

2. 日本における気候変動影響と適応

3. 気候変動対策へのアクション
～特に学生たちの取組～

4. お伝えしたい事
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気候変動対策 緩和と適応

4出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）「「気候変動」緩和と適応のイラスト」https://adaptation-platform.nies.go.jp/about/illustration.html
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気候変動適応とは
適応の定義
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 人間システムにおいて、危害を緩和する、もしくは有益な機
会を活かすために、実際の又は予想される気候やその影響
に順応するプロセスと定義

 適応は、気候変動に対する曝露及び脆弱性を軽減する上
で主要な役割を担う

気候変動による悪影響を軽減するのみならず、
気候変動による影響を有効に活用することも含む

出典：気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第6次評価報告書（AR6） WG2（影響・適応・脆弱性）「政策決定者向け要約」環境省による確定訳（2023年8月） https://www.env.go.jp/co
ntent/000138044.pdf、気候変動適応情報プラットフォーム「「目で見る適応策」イラスト素材」https://adaptation-platform.nies.go.jp/about/illustration02.html

悪影響を軽減
影響を有効に活用
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世界経済フォーラム：グローバルリスクレポート2023

気候変動対策の失敗

極端な気象現象

生物多様性の喪失

社会的つながりの喪失

貧困の危機

感染症

環境汚染

自然資源の逼迫

累積債務危機

地経学的対立

出典：世界経済フォーラム「第18回 グローバルリスク報告書 2023年版」https://jp.weforum.org/reports/global-risks-report-2023/
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温対計画改定

⇒長崎県も令和3年3月23日に
「2050年ゼロカーボンシティ表明」

出典：長崎県「第２次 長崎県地球温暖化（気候変動）対策実行計画（2021年度から）」 https://www.pref.nagasaki.jp/bunr
ui/kurashi-kankyo/kankyohozen-ondankataisaku/ondanka/ondanka-actionplan-dai2ji/ （参照2023年9月5日）
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本日ご紹介する内容
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1. 気候変動対策とは？～緩和と適応～

2. 日本における気候変動影響と適応

3. 気候変動対策へのアクション
～特に学生たちの取組～

4. お伝えしたい事
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CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM
様々な分野における気候変動影響と適応策

出典：環境省「脱炭素ポータル：カーボンニュートラルとは」https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/about/、気候変動適応情報プラットフォーム「「目で見る適応策」イラスト素材」https://adaptation-
platform.nies.go.jp/about/illustration02.html

気候変動影響の例
気候変動適応の例

■排出された温室効果ガスによる気温上昇等により、既に気候変動
影響が現れている（記録的な高温、温暖化が寄与した豪雨等）

■これらの悪影響を回避する（一部機会となる場合もある）取組が
各分野で進められている

出典：環境省

温室効果ガスの人為的な排出量
を減らす事が最優先

農業

暮らし

健康

林業

水産業

水環境・水資源 自然生態系
自然災害

産業・経済活動

沿岸域国民生活・都市生活
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我が国の近年の風水害等による支払い保険金額

10
出典：一般社団法人日本損害保険協会「近年の風水害等による支払保険金調査結果（見込み含む）」https://www.sonpo.or.jp/report/statistics/disaster/weather.html（参照2022年9月21日）、

国土交通省（2020）「令和２年７月豪雨による被害と対応」 https://www.mlit.go.jp/river/shinngikai_blog/hazard_risk/dai05kai/dai05kai_sankosiryo02.pdf 、国土交通省中国地方整備局
「平成30年7月豪雨の写真・動画」https://www.cgr.mlit.go.jp/photo/h3007gouu/higai/00006.html （参照2022年9月21日）

一般社団法人日本損害保険協
会「近年の風水害等による支
払保険金調査結果（見込み含
む）」より発表者が作成

平成30年7月豪雨

小田川堤防決壊（国土交通省中国地方整備局）

令和2年7月豪雨

球磨川流域の浸水被害（国土交通省）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

我が国の近年の風水害等による支払い保険金額

支払保険金（億円） 件数（件）

億円 件数



☛私達に出来る事
降雨中・降雨後（後から水位の上昇）
両方に気を付ける

11
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自然災害・沿岸域分野：洪水

11

毎年のように大雨が降る
けど、うちの近くの川は大

丈夫かな？

出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）「インフォグラフィック：洪水」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infographic/4_flooding.html

☛私達に出来る事
日頃からの準備：ハザードマップの確認、タイムライン（何時何をするか）、訓練への参加

☛私達に出来る事
引っ越し等する場合は、水害の危険性が低い所へ

☛私達に出来る事
一度、水害後の被災住宅再建マニュアルを読んだり、保険活用など考える
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健康分野：熱中症

12出典：総務省消防庁「熱中症情報 救急搬送状況」https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html、「インフォグラフィック：死亡リスク等・熱中症等」https://adaptation-platfor
m.nies.go.jp/local/measures/infographic/5_motalityRiskHeatstroke.html

熱中症による
救急搬送人員数の
経年変化(長崎県)

※2020年は5月の調査データなし
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藻場
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長崎県でも海藻が減って
るってニュースで見たわ

☛私達に出来る事
食害魚（イスズミ等）の活用を応援

してみよう
☛私達に出来る事

水産教室などに参加して、取組を回り
の人にシェアしよう

出典：気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）「インフォグラフィック：藻場」https://adaptation-platform.nies.go.jp/local/measures/infographic/1_seaweedBed.html、 同前「藻場造成の最前線、長崎県・壱岐栽培センター」https://adap
tation-platform.nies.go.jp/articles/case_study/vol29_nagasaki.html、長崎県水産部「長崎県における磯焼け対策ガイドライン（平成30年度改訂版） 」 https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/shigoto-sangyo/suisangho/gyojyo-k
ankyo/guid-gyojyo-kankyo/

壱岐栽培センターでの種苗生産

「長崎県における磯焼け対策ガ
イドライン」も整備されている
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気候リスク管理と適応ビジネス
自社の事業活動において、
気候変動から受ける影響
を低減させるための取組

14
出典：気候変動適応情報プラットフォーム「気候リスク管理の事例:国内編」https://adaptation-platform.nies.go.jp/private_sector/database/riskmgmt/index.html（参

照2022年9月22日）

適応を自社のビジネス機会として
捉え、他者の適応を促進する製
品やサービスを展開する取組
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適応ビジネスと市場規模（出典：経済産業省資料）

15出典：経済産業省（2018）「企業のための温暖化適応ビジネス入門」https://www.meti.go.jp/policy/energy_environment/global_warming/pdf/JCM_FS/Adaptation_business_guidebook.pdf

社会が変わる中で、自身の職業
選択後に気候変動対策や適応
の視点を入れて頂ければ有難い
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2. 日本における気候変動影響と適応

3. 気候変動対策へのアクション
～特に学生たちの取組～
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気候変動における不平等 1)国間

17
出典）左：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト「データで見る温室効果ガス排出量（世界）」https://www.jccca.org/（参照2023年9月4日）

右：全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト「温暖化写真館」https://www.jccca.org/（参照2023年9月4日）

ツバル国首都フナフチ
環礁バサフア島
Photo credit:Shuuichi Endou

(Tuvalu Overview)

マーシャル諸島の海岸浸食 Photo credit:Masaaki Nakajima

自国の温室効果
ガス排出量に関
係なく影響を受け
ている国々
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気候変動における不平等 2)世代間
祖父母が遭遇しないような暑い日を孫は何度経験するのか？ 出典：Shiogama, H., et al. (2021) 

18
出典：塩竈秀夫（2023）「祖父母が遭遇しないような暑い日を孫は何度経験するのか？」https://www.nies.go.jp/social/navi/colum/bg05.html#reference（参照2023年8月31日）、Shiogama, 

H., et al. (2021) 「How many hot days and heavy precipitation days will grandchildren experience that break the records set in their grandparents‘ lives?」 https://doi.org/10.1088/251
5-7620/ac0395

 私達の世代がどれだけ温室効果ガスの排出量を削減できるかで、私達の子供や孫が体験する暑い日の回
数は大きく変化

 日本でも、対策が進まない場合は孫世代（2020年生まれ）が経験する暑い日は400日程度（図
1a）になり、対策が進んだ場合は20日程度（図1d）まで抑えられる計算



ここで質問です

 climate justice （気候正義）という
言葉を聞いた事がありますか？

 ご存じでしたら、どのようにその言葉の意
味を理解されているか教えて頂けますか？

19出典：
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Climate Justice （気候正義）とは？

20
出典：IPCC AR6 第2作業部会「政策決定者向け要約」環境省による確定訳 https://www.env.go.jp/content/000138044.pdf
気候変動適応情報プラットフォーム（A-PLAT）Twitter「#COP27 現地レポ Dear Earth...地球へお手紙」 https://twitter.com/APLAT_JP/status/1593446395888951301?ref_src=twsrc%5Etfw%

7Ctwcamp%5Etweetembed%7Ctwterm%5E1593446395888951301%7Ctwgr%5Eeebb50ba57f715ba3de4d8e54e9fe19cc36f970c%7Ctwcon%5Es1_&ref_url=https%3A%2F%2Fadaptation-
platform.nies.go.jp%2Farchive%2Freport%2F2022%2F1106.html

気候正義という用語は、異なるコミュニティにおいて異なる文脈で、異なる使い方をされる
が、一般的に3 つの原則を含む：
■人間、国家間及び世代間での負荷や便益の配分に関する配分的正義。
■意思決定において誰が決定し、誰が参加するかに関する手続き上の正義。
■基本的な尊重及び多様な文化や考え方へのしっかりとした取組と衡平な配慮を伴う

認識。 「IPCC AR6 第2作業部会『気候変動 - 影
響・適応・脆弱性』「政策決定者向け要
約」環境省による確定訳」における原則
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私達が個人で出来る事

出典：環境省「ゼロカーボンアクション30」 https://ondankataisaku.env.go.jp/coolchoice/zc-action30/ （参照2023年9月2日）
気候変動適応情報プラットフォーム「A-PLAT KIDS 」 https://adaptation-platform.nies.go.jp/everyone/school/class02/02.html（参照2023年9月2日） 21

出典：環境省
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気候にレジリエントな開発を可能とする好機は急速に減少している（IPCC AR6 WG2）

22出典：環境省「IPCC 第6 次評価報告書 第2 作業部会報告書：気候変動 - 影響・適応・脆弱性 政策決定者向け要約（SPM）環境省による確定訳【2023年8月】」https://www.env.go.jp/co
ntent/000138044.pdf
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サステナビリティ・トランジション（Sustainability Transition）

23出典：森朋子・松浦正浩・田崎智宏（2022）「サステナビリティ・トランジッションと人づくり 人と社会の連環がもたらす持続可能な社会」筑波書房

従来の社会システムを前提とし、その延長線上で取組むのではなく、達成すべき将来ビジョンを見据え
て、いかに今の社会システムそのものを持続可能なものへと「変革」するかが問われている（森ほか
2022より引用）

国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス「「次世代の方々とのフォローアップ会合（ https://taiwa.nies.go.jp/activity/stakeholder2022.html ）」」
で知見提供された国士舘大学 政策学部（2022年時点） 森朋子先生のスライドを許諾を得て掲載
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次世代のシビックアクション

24出典：国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス「連載】ミヤザキが行く！研究者に“突撃”インタビューVol.01」https://taiwa.nies.go.jp/colum/miyazakigaiku_01.html

Fridays For Future Tokyo
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次世代の方々との対話～国環研 社会対話・協働推進オフィス～

25
出典：国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィス「オフィス概要」 https://taiwa.nies.go.jp/about/overview.html 、同サイト「次世代の方々と、これからの望ましい社会を考える」https://taiwa.nies.go.jp/ac

tivity/stakeholder2021.html 、同サイト「次世代の方々とのフォローアップ会合」 https://taiwa.nies.go.jp/activity/stakeholder2022.html

対話オフィスでの次世代との対話
 2021年度「次世代の方々と、これからの望ましい社会を考える」
 2022年度「次世代の方々とのフォローアップ会合」

国立環境研究所 社会対話・協働推進オフィスとは？
環境問題・環境研究と社会の様々な主体との間をつなぎ、対話・協働
を促進するための全所的な組織
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アクションのステージ～国環研 社会対話・協働推進オフィスとのディスカッションから～

26

個人の日々の生活で
の脱炭素・適応

シビック・アクション

出典：いらすとや https://www.irasutoya.com/、気候変動適応情報プラットフォーム「「目で見る適応策」イラスト素材」https://adaptation-platform.nies.go.jp/about/illustration02.html

シビック・アクションを応援する
自分の声を政策に届ける

脱炭素

適応

シビック・アクションのSNSフォローなど

署名への参加

パブリック・コメントへの意見提出など

アクションに参加
してみる
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学生推進員としての普及活動（徳島県）

27

「徳島県学生地球温暖化防止活動推進員」 「徳島県気候変動適応推進員」

出典：エコみらいとくしま「徳島県気候変動適応推進員大募集！！」http://eco-toku.org/2255/ （参照2023年9月4日）
エコみらいとくしま「徳島県学生地球温暖化防止活動推進員募集！！」 http://eco-toku.org/2303/ （参照2023年9月4日）
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学生達による調査 1）地場産業の気候変動影響調査（長野県）

28出典：信州気候変動適応センター「地場産業の気候変動影響調査 環境学習プログラム～実践！発見！身近な気候変動影響～」 https://www.kurashi-futo-shinshu.jp/report/985/

長野県内の高校生や大学生が、身近な地域の産業（味噌、寒天、ワイン、わさび産業、
上田紬、日本酒など）について自ら調べ、インタビューを通じて気候変動影響や対応（適
応）について学び、発信している。
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学生達による調査 2）-常葉大生が探る-適応ビジネス最前線

29出典：静岡県気候変動適応センター（ 2023年6月）「NewsLetter 創刊号 」 https://kaneiken.jp/tekiou-center/ShizuokaLCCAC_newsletter_1.pdf

気候変動への適応を自社のビジネス機会としてとらえ、適応を推進する製品やサービスを
展開する企業を大学生がインタビューし、静岡県気候変動適応センターのニュースレターと
して発信。



CLIMATE CHANGE ADAPTATION PLATFORM

本日ご紹介する内容

30

1. 気候変動対策とは？～緩和と適応～

2. 日本における気候変動影響と適応

3. 気候変動対策へのアクション
～特に学生たちの取組～

4. お伝えしたい事
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更なる気候変動影響の悪化を抑える為にも、温室効果
ガスの排出削減が非常に重要

既に起きている気候変動影響（高温、豪雨等）に対し
て、各分野で対策（適応策）が進められている

温暖化の更なる進行は、気候にレジリエントな開発を可
能とする好機が減少することが示されている

それぞれの立場で出来る事をする、できれば他者や社会
と繋がる活動の一歩を踏み出してみる（大河の流れも一
滴の雫から）。



SNSフォローをお願いします！

@APLAT_JP (EN) @ap_plat

気候変動適応情報プラットフォーム A-PLAT

CCCAが運営するTwitter, Facebook, Youtubeを是非ご覧ください！
A-PLAT更新情報, 独自のコンテンツ紹介, 職員の活動内容を随時発信しています。

フォロー、いいね！などの応援を宜しくお願い致します。

@APLAT.JP
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【お問い合わせ先】a-plat@nies.go.jp

ご清聴ありがとうございました

ご質問等ございましたら、
こちらにご連絡下さい


